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北田真一郎 ・百 瀬 俊 郎

九州大学医学部泌尿器科

(主任:百瀬俊郎教授)

要 旨

1982年4月 よ り1982年9月 までの間,九 州大学医学部付属病院泌尿器科において,複 雑性尿路感

染症と診断された入院患者11例 にAG1370を1日1～29,2回 に分割 し,5日 間静注にて投与 した。

臨床効果は脱落2例 を除いた9例 中,著 効3例,有 効2例,無 効4例 で有効率 は56%で あ った。

細菌学的には12株 中消失8株(66%),存 続4株(44%)で,投 与後出現菌は4株 を認めた。

副作用に関 しては 自他覚的異常 を認めた例はなく,臨 床検査値においても本剤 との関係がある異

常値 を呈 した例はなかった。

は じ め に

AC-1370は 味の素(株)中央研究所で製造され,同 社 と持

田製薬(株)で開発が進め られてい る新 しいcephalosporin

製剤であり,Fig.1に 示 す化学構造式を有している。

本剤は,Paeruginosaを 含 むグラム陰性桿菌に対 し広

い抗菌スペ クトラムを有 し,か つ,本 剤の最 も大 きい特徴

として,マ ウス感染防禦試験において優れた治療効果 を

認め,invitnに 比較す ると,in vivoに お いて,よ り効果が

大きいと報告 されている1)。また,本 剤の吸収,分 布,排 泄

においても.静 注においては速やかに高い血 中濃度が得

られ,尿 中排泄率 も非常に高 く,ま た,毒 性に関する動物

実験にて一般毒性,特 殊毒性 ともに少ない と報告 されて

いる1)。

われわれも本剤の提供を受 け,複 雑性尿路感染症に対

する臨床効果および安全性 を検討 したのでその成績を報

告する。

1.投 与対象 と投与方法

投与対象は尿路に何 らかの基礎疾患 を有する複雑性尿

路感染症 として九州大学泌尿器科に1982年4月 より1982

Fig. 1 Chemical structure of AC-1370

年9月 までの間に入院 した16歳 以上の症例 である。性別

は男性7例,女 性4例 で年齢は32歳 から75歳 で平均56歳

である。投与方法は0.59朝 夕静注4例,19朝 夕静注6

例,19朝 夕点滴静注1例 で投与期 間はすべて5日 間で

ある。

II.臨 床 効果判定基準

本剤投与開始 日と投与終了翌 日に臨床検査 と臨床症状

の観察を行った。尿所見 として尿中白血球数,尿 中細菌

の菌種 同定 と菌数測定 を行い,分 離菌に対す るAC-1370

のMIC汎 定 を施行 した。臨床効果は,UTI薬 効 評価基準

(第2版)お よびその補遺2)に準 じて判定 した。副作用に

っいてはア レルギー反応など自他覚的症状を検討 し,投

与前後の臨床検査 として末梢血のRBC,WBC,GOT,

GPT,BUN,creatinineを 測定 した。

III.成 績

検討 した11例 の詳細はTable1に 示 すとお りであ り,

総 括す るとTable2の ご とく著効3例,有 効2例,無 効

4例,脱 落2例 で,9例 中有効以上5例 と有効率56%で

あ った。膿尿に対する効果は正常化3例(33%),改 善2

例(22%),不 変4例(44%)で あ り,細 菌尿に対す る効

果は陰性化3例(33%),菌 交代2例(22%),不 変4例

(44%)で あ った。

UTI薬 効 評価基準の群別分類に したがって検討す る

と,Table3に 示 すごとく第1群 の有効率33%,第2群

は対象症例 な く,第3群 は50%,第4群 も50%の 有 効率

であり,複 数菌感染群の第5群 は対象症例 な く,第6群

は100%の 有効率であ った。
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Table 1 Clinical summary of complicated UTI cases treated with AC-1370

細 菌 学 的 効 果 を検 討 す る とTable4に 示 す ご と く,尿

中分 離 株12株 中8株 消 失(66%),4株 存 続 で あ った 。 菌

種 別 で はC.fm%dii4株 中2株 消 失,Paemginosa2

株 全 て 消 失,Pcepacia,Eaerogenes1株 は 存 続,E.

cloacae,Ecoli,Streptococcus,GNBの1株 は 消 失 した 。

投 与 後 出 現 菌 はSfaecalis2株,Cfreundii,Flavobacte-

rium各1株 が 認 め られ た(Table5)。 分 離 菌 の う ち 測 定

で き た 菌 株 に 対 す る 本 剤 のMICをTabLe6に 示 した 。C.

〃eundiiは7株 中2株 は200μg/ml,5株 は800μg/ml以

上 で あ っ た。Paeruginosaの2株 は そ れ ぞれ12.5,50μg/

mlで あ った。E.aerogenes,Sfaecalisは すべて800μg/

m1以 上 であった。Ecoliの1株 は1.56μg/mlと 最もMIC

値 が低かった。

自他覚的副作用,臨 床検査値の本剤 と関係ありと思わ

れる異常は11例 全例において認め られなかった(Fig.2)。

IV.考 案

われわれ臨床医が最 も治療に困惑 している尿路感染症

は尿路に何 らかの基礎疾患を有する複雑性尿路感染症で

あ り,これの中には既存の薬剤に耐性の菌が多く,β-lacta-



VOL.32 S-9 CHEMOTHERAPY 731

Table 2 Overall clinical efficacy of  AC-1370 in complicated UTI

Table 3 Overall clinical efficacy of AC-1370 classified by type of infection

mase産 生菌が大 きい位置を占めていると言われている3)。

AC-1370はPaerugimsaを は じめ としてグラム陰性桿

菌に対して抗菌力がす ぐれ,β-1actamおeに 対す る安定

性が高いとされている1)。 今回われわれはAC-1370を 複

雑性尿路感染症11例 に投与 して有効性 を検討 した。

総合臨床効果は著効33%,有 効22%,無 効44%で あ り

有効率は56%で あ ったが,複 雑性尿路感染症に対する成

績としてはかな り良い成績であろ う。
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UTI群 別 に検討すると6群 が100%,3,4群 が50%の

有効率 であったが,カ テール留置症例 である1群 は33%

とあ まり良 くない成績であった。

細菌学的効果 を検討するとC. freundii 4株 中2株 の

消失(50%)で あったが,基 礎 的検討 で期待 され たP

aemginosaの2株 はすべ て消失,E.cloacae,Ecoli,

Stm)tococcus各1株 も消失 した。Pcepacia,Eaeroge-

nes各1株 は存続 した。投与後出現菌にS.faeca鷹2株

を認めたが,こ の2株 のMICは800μg/ml以 上 であ り,

本 剤はややこの種のグラム陽性菌に難点があるのかもし

れない。

MICと 臨床効果を検討できたのは8例,菌 株 にして19

Table 4 Bacteriological response to AC-1370 in

complicated UTI

株 であった。12.5μg/ml以 下 の低 いMICの 菌株はE

coli1株 とPaeruginosaの1株 で100μg/ml以 上が16

株 と臨床効果のわ りに,高 いMICの 菌株が多かったのが

印象的である。本剤投与による除菌率は66%で あったこ

とと比較 して もMICが 高 い感 じを受ける。この結果は

AC-1370の 尿 中排 泄率の成績がきわめて良いことと本

剤の特徴の一つにin vitroよ りin vivoで 効果がより強

くなると言われ,本 剤が 白血球の食菌能 を高め,感 染防

禦機能 を高めるという今 までの抗生剤にない作用を有す

ることに起因す るのか もしれない。

自他覚的副作用は全投与例中1例 もみず,臨 床検査値

を検討 しても本剤 と関係のある異常値を呈 した症例は認

め なか った。

以上の検討成績から考案す るとAC-1370は 複雑性尿

路感染症の治療薬 として有用かつ安全1生の高い薬剤と考

える。

Table 5 Strains appearing after AC-1370 treatment

in complicated UTI

Table 6 MIC distribution of AC-1370 against clinical isolates



VOL.32S-9 CHEMOTHERAPY 733

Fig. 2 Laboratory findings before and after AC-1370 administration
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Eleven inpatients diagnosed as complicated urinary tract infections at the Department of Urology in the
Kyushu University from April to September in 1982 were treated with AC-1370 at a daily dose of 1 or 2 g

intravenously for 5 consecutive days.

The clinical effects were excellent in 3 cases, good in 2 cases and poor in 4 cases out of 9 cases except for

2 cases of dropout, the efficacy rate being 56%.

Bacteriologically, out of 12 strains of bacteria isolated 8 (66%) disappeared, 4 (44%) persisted. Four
strains newly appeared after AC-1370 treatment.

Side effects did not occur in any cases and any abnormalities attributable to AC-1370 in laboratory tests

were not recognized.


